
 

第 3学年 理科学習指導案 
日 時：2025年 11月 18日（火）第 5校時 

場 所：妹背牛町立妹背牛中学校 理科室 

生 徒：20名 

指導者：角田 直之 

 

１ 単元名 単元４ 地球と宇宙  第１章 地球の運動と天体の動き（東京書籍） 

 

 

２ 章について 

 この章では，太陽や恒星の動きについて学習していく。自分のいる場所の方位の表し方を知り，それを地球の外か

ら見たときにどうなるかを理解する。また，簡単な天体の位置の表し方についても学習する。 

 天体が日周運動をしたり，季節によって星座の見え方が変わったりすることを，観察や実習を通して見いだし，そ

れらが，地球の自転や公転，地軸の傾きによることを理解する。また，気球が地軸を傾けたまま公転していることか

ら，季節の変化が生じることを実習で確かめ，その理由について考察する。 

 天文分野の学習では，「空間把握」と「視点の移動」を身につけさせたい。特に視点の移動については，地球を宇宙

から見ているのか，地上から宇宙を見ているのか，生徒に視点が移動していることを意識させ，くり返し指導をする

必要がある。 

 生徒は，対話的な活動や協働的に作業することが苦手な生徒が多いため，普段の授業からロイロノートを活用し思

考を共有する場面を設定し，互いに教え合う時間を積極的に取り入れている。また，タブレットの操作については慣

れている。 

本単元導入時に行ったレディネスチェックの『星座の位置が変化する』の問いには，９０％の生徒が理解できてい

るが，『季節ごとの星座の名前』の問いでは，５％の生徒だけが正答している。 

〈研究とのつながり〉 

 本時では，星座の移り変わりについて実習から理解したことを活用し，問題を自分で作成して互いに解き合う過程

において「ロイロノート」の共有ノートを使用し，時間確保と他者参照の場を充実させることができると考える。また

ICT機器だけにとらわれることなく，アナログの資料を準備することで個別最適な学びを確保している。また自分で考

えた問題を作成する場面では，班での協働的な学びの時間を設定し，宇宙視点での思考が苦手な生徒に対して，班で

の協働的な学びの場を設定している。 

授業の後半では，個別で問題を作成させる時間を作り，自己調整を意識させながら課題に取り組ませることで，知

識の定着や思考の整理に繋げていくことができると考える。 

 

 

３ 章の目標・評価基準・指導計画 

（１） 章の目標 

・身近な天体とその運動に関する特徴に着目しながら，日周運動と自転，年周運動と公転についての基本的な概念や

原理・法則などを理解するとともに，それらの観察・実験の技能を身につける。（知識・技能） 

・天体の動きと地球の自転・公転について，天体の観察，実験などを行い，その結果や資料を分析して解釈し，天体の

動きと地球の自転・公転についての特徴や規則性を見いだして表現する。また，探究の過程をふり返る。（思考・判

断・表現） 

・天体の動きと地球の自転・公転に関する事物・現象に進んでかかわり科学的に探究しようとする態度と生命を尊重

し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習

に取り組む態度） 

 

（２）評価基準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

身近な天体とその運動に関する

特徴に着目しながら，日周運動と自

転，年周運動と公転についての基本

的な概念や原理・法則などを理解し

ているとともに，科学的に探究する

ために必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的な

技能を身につけている。 

天体の動きと地球の自転・公転に

ついて，天体の観察，実験などを行

い，その結果や資料を分析して解釈

し，天体の動きと地球の自転・公転

についての特徴や規則性を見いだ

して表現しているとともに，探究の

過程をふり返るなど，科学的に探究

している。 

天体の動きと地球の自転・公転に

関する事物・現象に進んでかかわ

り，見通しをもったりふり返ったり

するなど，科学的に探究しようとし

ている。 

 

 

 



（２） 指導計画 

 

時 ねらい 
評価計画 

知技 思判表 主体的 

１ 
透明半球を用いて太陽の 1日の動きを，太陽の位置に注目しながら記録し，その特徴に

ついて考え表現する。 
○ ◎ ○ 

２ 
太陽の 1日の動きを表した透明半球の観察記録をもとに，地球の自転と関連づけて太陽

と地球の位置関係の規則性を見いだして表現する。 
○ ◎ ○ 

３ 
宇宙から見た地球上の各地点の方位が，自転とともに変化することや，太陽と観測点と

の位置関係により，その地点でのおおよその時刻が決まることを理解する。 
◎ ○ ○ 

４ 
太陽の動きをもとに夜に見ることができる星の動き方を予想し，見通しをもって科学的

に探究する。 
○ ○ ◎ 

５ 
星の動きを示した観察記録や写真などをもとに，星の 1日の動きを透明半球やモデルに

表し，東西南北のそれぞれの方位における規則性を見いだし，表現する。 
○ ◎ ○ 

６ 実習から，公転によって，季節ごとに地上から星座の見え方が変わることを理解する。 ◎ ○ ○ 

７ 

本時 

実習をふり返りながら，宇宙における太陽，地球，天体の位置関係を代表的な星座の見

える時期と関連づけて表現する。 
○ ◎ ○ 

８ 
季節ごとの地球への太陽の光の当たり方の変化についてモデル実験を行い，結果を分析

して解釈し，表現している。 
○ ◎ ○ 

９ 

地軸が傾きながら公転をすることで，太陽の光の当たり方と，昼と夜の長さが変化する

ことについて，「モデルを使って考えよう」と「調べよう」の結果から科学的に探究す

る。 

○ ○ ◎ 

 

 

４ 本時案（７/９） 

（１） 本時の目標 

○宇宙における太陽，地球，星座の位置関係を理解し，「方位，季節，時刻，星座」を関連付けた問題を作成 

する。（思考力・判断力・表現力等） 

 

（２） 本時の展開 

 

 

段

階 

生徒の学習活動と内容（●） 教師の発問（○）手立て（・） 視点との関わり（・） 

評価（■） 

導

入 

２ 

 

 

 

 

 

２ 

●既習事項を確認する。 

・方位と時刻 

・宇宙の位置関係 

●地球の年周運動により，見える星座が

変わることを確認する。 

 

 

 

●前時の例題を確認する。 

・地球の位置＝何月 

・観測点の位置＝時刻 

・観測点からの星座の方向＝方位 

〇既習事項の確認 

・方位と時刻 

・太陽，地球，星座の位置関係 

〇季節によって見える星座が変わる

ことを確認させる。 

・年周運動 

・太陽方向の星座は見えないだけで

存在している。 

○前時の例題を確認させる。 

・宇宙視点の図を活用させる。 

 

展

開 

 

 

４ 

 

 

３ 

 

 

 

 

●例題を解く 

 

 

●解答をロイロノートで提出する。 

 

 

 

●解答の解説を聞く。 

・シートを使って時刻と方位を図の上で

確認する。 

 

 

○例題をロイロノートで出題する。 

 

 

〇解答をロイロノートで提出させる。 

・宇宙視点の図を活用させる。 

・班で協働の時間を確保 

 

○解答を解説する。 

・ＯＨＰシートを使い説明する。 

・３時間刻みになると，解答が８方位 

 

 

 

 

 

★ＩＣＴの活用 

【視点②】 

 

 

 

 

 

 

 

３月の３時にしし座がある方位は？ 



 

 

 

６ 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

●ロイロノートの共有ノート上に，問題

を作成する。 

 

 

 

 

●他者が作成した問題を解く。 

 

 

●作成した問題の採点をする。 

●問題を作成する。 

 

 

 

 

●問題を解き，自己採点する 

になることを確認させる。 

○課題を提示する。 

 

 

 

〇ロイロノートの共有ノート上に，問

題を作成させる。 

・例題を参考にさせる。 

・「月と時間と星座」の選択 

・班で協働の時間を確保 

○他者が作成した問題を解かせる。 

・ＯＨＰシートの活用 

 

○作成した問題の採点をさせる。 

○時間，星座，月が答えになる問題を

作成させる。 

・６時間，４方位，３か月 

・３時間，８方位 

・解答を二枚目に紐付けさせる。 

○問題を解かせ，自己採点させる。 

・個別で解けない場合は，班で協力す

るよう促す。 

 

 

 

■問題を作成できた

か。（思・判・表） 

 

★ＩＣＴの活用 

【視点②】 

 

 

 

★他者参照【視点①】 

★個別最適な学び 

 

■問題を作成できた

か。（思・判・表） 

★自己調整【視点①】 

 

 

 

★他者参照【視点①】 

振り

返り 

３ 

●本時を振り返る。 

・太陽，地球，星座の位置関係 

・地球上の地点での時刻と方位 

○本時の振り返りをさせる。 

・問題を作成するとき，意識したこと

を書き出させる。 

○次時の確認をする。 

 

 

【宇宙視点の図（前時に作成）】           【本時 例題 ロイロノート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時 問題作成のロイロノート】          【本時 アレンジした問題作成のロイロノート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題『季節（月），時刻，星座，方位を関連付けた問題を作成する』 

 



〈授業の様子〉 
１：デジタルとアナログの融合による柔軟な協働の創出 

  アプリを活用して個々の進捗に応じた「個別最適な学び」を保障しつつ，あえて紙のプリントを１枚に絞ること

で，自然な対話や協力が生まれる工夫がなされていた。ICTでの情報共有と，机の上でシートを囲みながら話し合

うアナログな活動がスムーズに切り替えられ，自己調整と協働のバランスが取れた展開となっていた。 

２：意欲を高める導入と他者の考えを可視化する情報共有 

  導入にゲーム感覚で知識を確認できる活動を取り入れることで，生徒が楽しみながら前時の復習に取り組めるよ

う配慮されていた。また，共有ノートやロイロノートを活用することで，教員の例題やクラスメイトの多様な考

えをいつでも参照でき，個々の問題作りや解答作成を支える環境が整えられていた。 

 

〈授業反省〉 

 【成果】 

  ・アプリの活用により，生徒一人ひとりの理解度や進捗に応じた「個別最適な学び」が保障され，十分な自己調整

の時間が確保されていた。 

  ・１枚のシートをグループで囲むなどのアナログな活動を取り入れたことで，ICT活用だけでは生まれにくい対面

での深い協働が促進された。 

 【課題】 

  ・共有ノート等の活用はなされていたが，他者の意見をじっくり検討する「他者参照」の時間が不足していたた

め，時間配分の工夫が求められる。 

  ・学びをより深めるために，活動の途中で全体交流を挟んだり，「個人→グループ→学級」へと段階的に交流を広

げたりする展開の検討が課題となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３章 「研究の成果と課題」 

 

１ 視点① 単元及び１単位時間の中に「自己調整」と「他者参照」の場が適切に設定されているか。 

（学びの過程に関わる取組） 

成果 ・思考ツールの選択や個別音源の活用により，児童生徒が自らの進度や特性に合わせて学習を調整す

る姿が見られた。 

・共有ノート等で他者の意見やグループの考えを可視化することで，自らの感性を深めたり，自分と

は異なる思考パターンを確認したりする「他者参照」の機会が創出された。 

・アプリを用いた個別の「自己調整」の時間を確保しつつ，あえてアナログの共有物を制限すること

で，対面での自然な「協働」が促された。 

課題 ・単に情報を共有するだけでなく，他者の考えをじっくり読み込み，自らの学びに活かすための時間

を授業デザインの中に意図的に組み込む必要がある。 

・学びが停滞している児童生徒に対し，どの段階でどのような他者参照を促すべきか，個々の状況に

応じた具体的な支援策が求められる。 

・ICT操作や個人作業に時間をとられ，深い対話（協働的な学び）が圧迫される傾向があるため，振

り返りを含めた時間配分の工夫が必要である。 

 

２ 視点② 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を相互作用させるための ICTの効果的活用。 

      （ICT等の活用に関わる取組） 

成果 ・端末を用いた個別音源の聴取や個々の理解度に応じた進度別学習など，ICTが「個の学び」を支え

る強力なツールとして機能した。 

・ICTによるスムーズな課題配布・提出と，ノート等への記述や対話による思考を適切に使い分ける

「ハイブリッド活用」が浸透した。 

・ロイロノート等の共有機能を活用し，教師の例題や児童生徒同士の回答を随時参照できる環境が，

個々の児童生徒の学びを効果的に支えた。 

課題 ・グループ内の多様な意見をどのように全体へ還元し，クラス全体の学びの進化につなげるか，具体

的な共有手法の確立が必要。 

・情報整理が苦手な児童生徒に対し，思考を助けるための ICTテンプレートや具体的な支援策の提示

が求められる。 

・課題を早期に終えた児童生徒に対し，ICTを用いてさらに学びを深めるような，発展的な活用法の

提示が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「次年度に向けて」 

 

―「自走する学び手」の育成に向けた授業デザインの進化― 

 本年度の研究を通して，ICT を活用した「自己調整」と「他者参照」の場を設定することで，児童生徒が自ら

のペースで学び，多様な視点に触れる学習スタイルが確立されつつある。次年度は，この取組を一単位時間の工

夫に留めず，見えてきた課題（他者参照の質の向上，時間のマネジメント，概念の形成）を解決するため，以下

の３つの重点項目を掲げて研究を推進する。 

 

１：単元導入時に，「単元計画表」を全児童生徒に配布する。これにより，子どもたちが「今はどの段階にいるの

か」「次は何をすべきか」を見通し，ICTを活用して自ら学習を調整できる環境を構築する。 

 

２：友達の考えを見て「安心」したり「納得」したりする段階から一歩進み，他者の視点を取り入れて「自分の

考えをどう作り替えたか」を言葉にする省察を重視する。ICT で可視化された多様な考えを自らの学びを太

くするための材料として使いこなす力を育てる。 

 

３：情報整理を助けるワークシート（テンプレート）の工夫や，習熟度に応じた発展課題の提示など，ICTを「個々

の学びの段差」を埋めるツールとして活用する。一斉指導ではこぼれがちな「個のニーズ」に対し，ICT と

対面指導を適切に組み合わせた柔軟な支援体制を確立する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



R7.7.8「学校経営（校長職）」 

R7.11.7「学校事務」 

R7.7.29「学校保健」 R7.7.17「小中連携・接続」 

R7.10.30「算数・数学科教育」 R7.9.26「教育研究事業 授業公開講座」 R7.8.1「ICT 活用授業実践①」 

R7.12.2「特別の教科 道徳」 R8.1.8「教育研究事業発表会」 
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◆ 研修講座のひとコマ◆ 

◆  編集後記 ◆ 
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